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トトララッッキキンンググシシスステテムムをを用用いいたた大大学学野野球球選選手手のの打打撃撃能能力力評評価価  

研究代表者 鈴木智晴（鹿屋体育大学）

メンバー 藤井雅文、村上光平、佐藤伸之（鹿屋体育大学大学院）

目目的的

近年， （ドップラーレーダー式トラッキ

ングシステム）や （レーダーと

カメラを組み合わせたシステム）といったトラッキ

ングシステムの導入により，打球速度や飛距離，打

球方向などの打球に関するデータを即時に取得する

ことが可能になった．これらのデータを用いて，

では新たな打撃指標が確立され戦術や選手評価

に活用されている．そこで本研究では，大学野球選

手においてもトラッキングシステムデータによって

打者の能力を評価できるか試みた．

方方法法

対対象象者者

対象者は 大学硬式野球部に所属する男子大学野

球選手とした．

測測定定内内容容おおよよびび測測定定方方法法

バッティングマシンを用いたフリー打撃を 人に

つき ～ 球行ってもらった．投球コースはスト

ライクゾーンの真ん中，球速は とした．ト

ラッキングシステムには

（ ）を使用した．また，各打者のスイング

速度はスイングトレーサーを用いて，別日にトスバ

ッティングにて測定した．評価指標として，打球速

度，スイング速度，打球変換効率指数（打球速度÷

スイング速度）），飛距離，指導者（対象者が所属

する硬式野球部の監督）の評価を用いた．

結結果果おおよよびび考考察察

打打球球速速度度おおよよびび指指導導者者のの評評価価

測定の結果，平均打球速度が高い選手および飛距

離が長い選手ほど「打撃が良い」と評価される選手

であった．

打打撃撃変変換換効効率率指指数数とと指指導導者者のの評評価価

図 に平均打球速度および最大スイング速度との

打撃変換効率指数の関係を示した．最大スイング速

度と打撃変換効率指数の間には負の相関関係が認め

られた．その要因として，スイング速度が低い打者

でもある程度（ ）の速度の打球を打つこと

が可能なため，スイング速度の低い方が打撃変換効

率指数が良くなることが挙げられる．今回の結果か

ら，スイング速度が高い打者は，スイング速度の低

い打者よりも打撃変換効率指数に関する改善の余地

があること，打撃変換効率指数の数値のみで「打撃

の良さ」を計ることは難しいが，「正確に当てる」

能力を計れる可能性が示唆された．

図 ：各速度と打撃変換効率の関係

ままととめめ

トラッキングシステムを用いて大学野球選手の打

者の能力を評価することは可能であり，特に平均打

球速度で評価することができる．また，いくつかの

評価指標を組み合わせることで打者の特徴を把握で

き，試合公式記録やセイバーメトリクスとの併用で

より細かく打者の能力を評価できる可能性が示唆さ

れた．
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ウウェェアアララブブルルレレジジススタタンンススがが加加速速疾疾走走とと地地面面反反力力にに与与ええるる影影響響，，  

ススタターートト姿姿勢勢のの違違いいがが加加速速疾疾走走パパフフォォーーママンンススにに与与ええるる影影響響にに関関すするる研研究究  

研究代表者 永原隆（鹿屋体育大学）

メンバー 、 、 、 、 （

）、 （ ）、

（ ）

目目的的

近年、タイツ様の衣類に薄い板状の錘を張り付け

ることで、実際のスポーツ動作を制限せずに身体の

大きな負荷を課す、ウェアラブルレジスタンストレ

ーニングが行われるようになっている。しかし、ウ

ェアラブルレジスタンスが疾走に及ぼす影響は、こ

れまで明らかになっていない。そこで、本研究では、

このウェアラブルレジスタンスが疾走動作や力発揮

にどのような影響を及ぼすのかを明らかにすること

を目的とした。また、本研究に付随してスタンディ

ングスタートとクラウチングスタートの違いなどに

ついても研究テーマとして設定し、研究を遂行した。

ウェアラブルレジスタンスが疾走に及ぼす影響につ

いての研究は、データ処理の過程にあるため、本稿

では、すでに研究論文が出版されたスタートの姿勢

の違い（スタンディングスタートとクラウチングス

タート）にともなう加速疾走パフォーマンスと地面

反力変数の差異に関する研究について詳細を記述す

る。

方方法法

１１．．実実験験

名の男子スプリンターにスターティングブロッ

クを使用したクラウチングスタートとスタンディン

グ姿勢からの 走を行わせ、疾走中の地面反力を

長走路フォースプレートシステムによって計測した。

２２．．分分析析

得られた地面反力データは、 の

によって平滑化処理を行った。その

後、 歩ごとの時空間変数、地面反力の力積を求め、

歩目から 歩目のデータを 歩ごとにグルーピン

グした。グルーピングした 歩ごとのデータについ

て、クラウチングスタートとスタンディングスター

トの間における差の有無を混合モデル分析によって

検討した。

結結果果とと考考察察

クラウチングスタートは、 と 地点において

スタンディングスタートよりも短いタイムであった

が、 と 地点におけるタイムには差が見られ

なかった。また、時空間変数に関しては、全ての歩数

のグループにおいて、クラウチングスタートとスタ

ンディングスタートの間に差がなかった。一方、ク

ラウチングスタートは，スタンディングスタートと

比較して、 歩目の区間において大きな加速力積と

前後正味の力積を発揮していた。これらの結果から、

クラウチングスタートは、加速初期における大きな

加速力の発揮を可能にし、加速初期の高い加速疾走

パフォーマンスに有利となることがわかった。

ままととめめ

本研究では、 名の男子スプリンターのクラウチ

ングスタートとスタンディングスタートからの

走について、時空間変数と地面反力の観点から比較

した。その結果、両スタートの間で 走全体のパ

フォーマンスに差は見られなかったが、クラウチン

グスタートは、スタート直後の局面で大きな加速力

を発揮することができるため、その局面での加速疾

走パフォーマンスに有利であることがわかった。
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